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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では、編纂の最も基礎作業となる「翻刻」作業を、史料のデジタル画像を呼び出し、
コンピュータ画面上で釈文を作成するシステムの開発により、中世文書・古記録を中心にデー
タの生成を行うとともに、系図・系譜がもつ氏・家系・人物属性などの諸情報を正規化して蓄
積するツールを開発して、標準化された多様な歴史知識情報を翻刻した釈文に付加することを
可能としたことで、今後の多様な活用が期待される。また、データ形式の標準化による人物メ
タ情報の蓄積をもとに、東京大学史料編纂所歴史情報処理システムにある人物情報の正規化を
実践し、高度利用が可能となるコーパスの構築を進めた。 

 

研究成果の概要（英文）： 
In this study, regarding “republication” the most basic work of compilation, data of 
mainly medieval documents and diaries was created by development of a system which create 
paraphrases on the computer display by calling up digital images of historical materials, 
also adding of the standardized diversified historical knowledge information to 
republicated paraphrases was enabled by development of a tool for accumulating the 
normalized diversified information of family names, bloods and people’s properties 
contained in their ancestries or family trees. In these regards, various applications 
of this study are expected in the future. 
Moreover, based on the accumulation of people’s meta-information by way of 
standardization of the data format, formulation of a corpus which implements 
normalization of and enables intensive use of the  people’s information in the 
Historical Information Processing System of Historiographical Institute the University 
of Tokyo was advanced. 
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１．研究開始当初の背景 

 人文社会情報学の分野では、近年、歴史史
料のオントロジー解析をベースとして、地域
情報学、歴史知識学、さらには情報史料学な
どの構想が打ち出されている。大規模な共同
研究を展開し、編纂原稿の電子化と出版物電
算データのデータベースへのシームレスな
格納や、多種・多量な史料画像の電算閲覧シ
ステム確立などの先進的な実績をもってい
る東京大学史料編纂所をベースに、前近代日
本史史料の基礎的・根底的な研究スタイル、
すなわち「編纂」を、研究者がネットワーク
環境のもとで協同して遂行するための合理
的方法を確立することをめざした。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、前近代日本史史料の基礎
的・根底的な研究スタイル、すなわち「編纂」
を、研究者がネットワーク環境のもとで協同
して遂行するための合理的方法を確立する
ことにある。マニュスクリプトという形態で
大量に残存している前近代日本史史料を研
究資源として縦横に活用するためには、翻字
および校訂、歴史知識情報（人名・地名等の
注記）の付加、一定の主題・秩序に基づく配
列・整形を施して史料集にまとめていく”翻
刻・編纂”という営為が不可欠である。その
ため、次の三つの分野の研究を進めることと
した。 

(1) 歴史史料解読のための翻刻支援システム
の開発 

 東京大学史料編纂所附属前近代日本史情
報国際センターは、史料画像上に翻刻テキス
トをダイレクトに書き起こすシステムを開
発しており、また画像史料解析センターは電
子崩し字字典（COE プロジェクトの成果に
よる）の構築をすすめ、文字字形データの蓄
積を図っている。近年急速に進みつつある史
料原本のデジタル画像化を前提に、電算機上
での翻字を支援するツールを開発し、その精
度を上げることをめざし、文書画像解析シス
テムを開発・活用し、語彙の共起性分析やフ
ィルタリングなどテキスト解析技術を応用
することで、難読文字について字形と文脈の
双方から推定する環境を構築することを目
的とした。 

(2) 知識化・知識利用システムの構築による
蓋然性推定の高度化 

 生成されたテキスト群を中核とする中間
成果物を共有し、これまで編纂者・研究者が
蓄積してきた校訂のノウハウや歴史知識情
報の相互活用を図ることで、知識化・知識利
用システムを構築し、史料群や書目、時代や
地域を越えた歴史知識情報の参照・活用の実
践を図ってゆくことを計画した。これによっ
て、テキストクリティークを徹底し、同時に

蓄積された知識データをもとに歴史的蓋然
性の推定を深化させていくことを目的とし
た。 

(3) 史料画像デジタル化を前提としたネット
ワーク型編纂支援システムの開発 

 (1) によって作られたテキストを前提とし
て、類聚・配列を行い人名注・地名注といっ
た歴史情報を付加した上で個別の史料集を
編んでゆく編纂過程を電算機上で処理し、さ
らにネットワークを介して共有できるシス
テム（編纂支援システム）の構築を進めるこ
との総体を「翻刻・編纂支援フレームワーク」
と名付け、それにより、”編纂”が歴史学と
情報学とを真に結びつけ、歴史情報学のシス
テム的・理論的に確立に寄与する構図をめざ
した。 

 

３．研究の方法 

 前記の構想のもとで、具体的な研究及びシ
ステム開発・データ生成の作業として、三つ
の分野で以下のものを行う。 
(1) 歴史史料解読のための翻刻支援システ
ムの開発 
 史料編纂所附属前近代日本史情報国際セ
ンターにおいて開発した史料翻刻用エディ
ターに、文字推定機能を導入する研究を進め
ることにより、サーバ上のシステムをとして
抜本的に改良を加える。文脈推定機能の開発
においては、史料編纂所において蓄積してき
た史料フルテキストを基礎として、テキスト
解析技術の精度を高めてゆくため、編纂作業
における実践をふまえ、特に人物・地名・説
明など注記機能の強化・史料編纂所の各種 DB
との連携を推進し、編纂過程において生成さ
れる情報をダイナミックに共用しうる機能
を設計する。 
 この改良開発した翻刻支援システムによ
り、生成されるデータの汎用性を高めてゆく
ため、人物・地名・説明などの注記機能にお
いて、データベース構造に規定されない XML
の定義方法を確定し、一括抽出や正規化にむ
けた方法論をさぐる。 
 電子的に文字を読むための推定機能とし
ては、フルテキストデータと連携した文脈依
存による解析を進展させ、翻刻支援システム
への実装を図り、テキスト文脈に基づく候補
文字参照機能の向上に努める。文字参照にあ
たっては、字形・字体データもあわせて活用
できるよう支援ツールを強化する。 
 さらに、研究代表者の異動先研究機関にお
いて新たに「墨書土器データベース」対象と
して、データベースのネットワーク公開と字
形・字体の文字推定機能の研究を進めるため、
明治大学古代学研究所でこれまで構築して
きた「墨書土器データベース」に本研究で追
加する「墨書土器データ」を総合してネット



ワーク公開するためのシステム開発を行な
い、その成果を文字推定機能に援用すること
をめざす。 
(2) 知識化・知識利用システムの構築による
蓋然性推定の高度化 
 知識化・知識利用システムの構築にあたっ
ては、官職履歴関係史料、死没年史料など史
料編纂所内において様々な形態で蓄積され
てきた知識情報の統合を進める。また、この
知識化・知識利用システムの構築のため、こ
れまでの人物情報を活用した系譜史料・官職
履歴史料のデータ化を進める。代表的系譜史
料であるが、史料体裁が複雑でデータ化が見
送られていた系図・系譜に焦点を定め、氏・
家系・人物属性などの諸情報を正規化して蓄
積するツールを開発し、古代・中世の系譜史
料『尊卑分脈』、近世の系譜史料『寛政重修
諸家譜』を対象に、様々なメタデータをもっ
たデジタルデータの生成を進めるとともに、
各種補任類や説話集を対象に、人名・官職デ
ータの充実を図る。 
(3) 史料画像デジタル化を前提としたネッ
トワーク型編纂支援システムの開発 
 上記(1)(2)の翻刻支援システムと知識
化・知識利用システムを構築しながら、史料
画像―目録情報―翻刻テキスト―史料集内
配列情報をメタデータによって連結し、編纂
工程が当事者以外にも共有化されるネット
ワーク型編纂支援システムの設計を進める。
性格の異なる史料集ごとの編纂工程に汎用
性をもたせるため、史料編纂所データベース
群がもつ史料画像データに関するメタ情報
について、翻刻支援システムと同期できるよ
う調整を進めてゆく。 
４．研究成果 
(1) 歴史史料解読のための翻刻支援システ
ムの開発 
 編纂の最も基礎作業となる史料の読み起
こし作業、すなわち「翻刻」作業をネットワ
ーク上にて支援するシステムの開発を中心
に進めた。史料デジタル画像を呼び出し、コ
ンピュータ画面上で史料原態にあわせた釈
文作成を可能とし、体裁注や説明注など様々
な知識情報を付与する機能を設け、生成した
データを XML 形式でサーバ上に保存しネット
ワークを介して共有する翻刻支援システム
を構築した。このシステムを史料編纂所歴史
情報処理システム（SHIPS）と連携する形で
稼働させ、中世文書・記録を中心にデータの
生成を行った。翻刻支援システムを運用する
なかで、蓄積されたデータの解析を通じて、
XML タグの修正等を施すとともに、テキスト
分脈に依存した文字推定機能の向上を図っ
た。改良された翻刻支援システムのもとで翻
刻テキストデータの生成に努め、デジタル画
像からテキスト蓄積を実践した。また文脈に
よる文字推定機能について、基盤となる文脈

データの拡張・N-グラム法の強化によってそ
の正答率を著しく向上させた。あわせて
SHIPS 内の電子くずし字字典 DB と連携し、推
定された文字につき代表的字形画像の表示
を可能とした。 
 さらに、出土文字史料の字形・字体から文
字を類推するためのツール開発の前提とし
て、明治大学において新たにサーバを導入し、
明治大学古代学研究所が集成した「墨書土器
データ」をサーバ上に移行して、これらの墨
書土器データをネットワークを介して検索
可能とするため、Web のブラウザによる検索
システムの開発を行ない、古代学研究所がこ
れまで集積してきた墨書・刻書土器データと
合せて、研究所ホームページ上（URL：
http://www.kisc.meiji.ac.jp/~meikodai/o
bj_bokusho.html）から公開した。 
 
(2) 知識化・知識利用システムの構築による
蓋然性推定の高度化 
 翻刻した釈文に付加する歴史知識情報の
生成・共有システムの開発とそれにもとづく
データの生成を中心に進めた。多様な歴史知
識情報のうち、とくに史料体裁が複雑でデー
タ化が見送られていた系図・系譜に焦点を定
め、氏・家系・人物属性などの諸情報を正規
化して蓄積するツールを開発した。これによ
って時代や地域によって体裁の異なる系譜
類を、標準化されたフォーマットを介して情
報化することが可能となり、今後の多様な活
用が期待されるところである。 
 歴史的人物の情報を収集・蓄積するため、
知識化・知識情報利用システムを活用し、古
代・中世の代表的系譜史料である『尊卑分脈』、
近世系譜史料たる『寛政重修諸家譜』などを
対象に、様々なメタデータをもったデジタル
データの生成を進めるとともに、『春宮坊官
補任』などの各種補任類や『日本霊異記』『古
事談』などの説話集を対象に、人名・官職デ
ータの収集を行なった。既存の官職履歴デー
タや各種索引データとの連動をめざし、デー
タ形式の標準化にむけて検討を進め、『尊卑
分脈』『寛政重修諸家譜』を主たる対象とし
た人物メタ情報の蓄積をもとに、SHIPS 内に
ある人物情報の正規化を実践し、高度利用が
可能となるコーパスの構築を進めた。 
 
(3) 史料画像デジタル化を前提としたネッ
トワーク型編纂支援システムの開発 
 (1)・(2)において開発したシステムや生成
した情報を、いかに連携させネットワーク編
纂を実現するかについて、方法論の分析・研
究を行った。史料集は、その対象とする時代
や史料群によって多様な形式性を有してい
る。かかる多様なスタイルから汎用的なモデ
ルを求め、具体的な史料書目に応じた構造解
析の検討を進めた。翻刻支援システムの機能



拡張によってネットワーク型編纂の実現を
図るべく、SHIPS 内の目録系データベースと
の連携・調整を進め、SHIPS データベースが
もつ画像管理データ構造と、翻刻支援システ
ムの構造を連携させるための API について構
築にむけた検討を行った。そのため、SHIPS
内にある史料目録系 DB と画像ディレクトリ
管理系 DB の協調を強化するとともに、両者
間のメタ構造について解析を行い、この成果
にもとづいて翻刻支援システムの史料・画像
検索機能の強化に向け実践を重ねた。 
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